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この 2年、世界中が不安と混乱の中にあります。
自由に外出すること、子や孫に会うこと、地域で助け合うこと。
私たちが当たり前と思っていた日常が崩れ去ってしまいました。

仏教では私たちの世界を娑
しゃば
婆といいますが、

娑
しゃば
婆とは「耐え忍ぶ地」の意で、まさに今の世界を表しております。
長年、「極

ごくらくじょうど
楽浄土は病気がなく、親しい人と再会できる場所ですよ」

とお話してまいりましたが、
このコロナ禍を経験し、そんな極楽の稀

け う
有さ、有り難さを改めて感じ、

思
し ぼ
慕の念をより深く抱

いだ
くようになりました。

日々様々な情報に揺れ動き、心定まらないのが私たちでございます。
テレビを消し、御

みほとけ
仏に手を合わせてみると

おのずと懐かしい方々の笑顔が浮び、不思議と心が安らぎます。
手を合わす時は誰かを想う時です。

善立寺もご縁のある皆さまが心に安らぎを感じ、誰かを想うときを
過ごしていただけるよう、これからも努めてまいります。

南無阿弥陀仏
善立寺　住職・副住職

手を合わす、それは誰かを想う時

住職　小路祥永副住職　小路竜嗣



WEBからも法事のお申し込みができます→

善立寺の感染症対策
～安心してお参りいただけるように～

ご法事はお寺の他、ご自宅や葬祭ホールでも行っております。
その他、ご不明点・ご質問などございましたら、

お気軽にお問い合わせください。

法事のライブ配信・録画ができます
　本堂にスマホ固定用の三脚を設置しました。お
手持ちのスマートフォンから、遠方の方へライブ
配信・録画が行えます。高速wifi も無料開放して
おります。ご自由にお使いください。

ソーシャルディスタンス
　本堂・会館ではお互いの距離を取り、広くお座り
いただけます。本堂は開放し、天井ファン等で常時
換気しております。
　距離を保ちやすいよう、お焼香も立ったまま
行えるようにしました。

消毒の徹底
　入口にアルコール消毒液を設置しております。ご
自由にお使いください。
　１日に行う法要数を限定し、使用の都度、各所ア
ルコール消毒を行っております。
　また、寺院内での飲食・茶接待は控えさせていた
だいております。　

僧侶もマスク着用でお勤めします
　ご葬儀・ご法事の際は寺内、葬祭ホール、ご家
庭ともにマスク着用のまま、お勤めいたします。
　お聞き苦しいこともあるかと思いますが、何卒
ご理解の程よろしくお願いいたします。

引き続き対策を行っております



画像出典：ColBase (https://colbase.nich.go.jp)

あなたのおうちの極楽浄土

お仏壇のひみつ

坐像もあります！

本　尊

阿
あ み だ ぶ つ

弥陀仏

印
いんそう

相（指の結びかた）
親指を人差し指や中指
と結び、来迎の種類を
表す

服装は装飾品などはつけず、
袈裟を羽織るのみ

蓮 を 模 し た 台【 蓮 台 】
に乗っています

白
びゃくごう

毫：眉間にある丸まった毛
　　　ほくろじゃない
肉
にっけい

髻：頭頂部の膨らみ
螺
ら ほ つ

髪：パンチパーマのような
　　　巻き毛。伸ばすと長い

救いを求める人々の声を聞くため、
耳が大きい

立像は亡くなった方を救い
に向かう姿【来迎】を表現。
足が一歩前に出ていたり、
像自体が前のめりになって
います

座って説法している姿を表現

阿
あ み だ ぶ つ

弥陀仏立
りゅうぞう

像



法然上人って
どんな人？

求道の日々と出会い

　1133 年、現在の岡山県に生まれた法
ほうねん
然上

しょうにん
人は

父を夜討ちで失い、僧侶であった叔父の元で出家
し、比叡山延暦寺で仏教を学びます。
　勉学に励み「智慧第一の法然」と呼ばれました

が「どれだけ仏教を学んでも私自身、一つも達成
できていない。これで人々は救われるのだろうか」
と思い悩む日々が続き、比叡山の外に出て、教え
を探し求めました。

　それまでの日本仏教は、才能・環境・財力など、
今の世でその機会を持つことが出来た人しか救わ
れないもので、そのような機会に恵まれなかった
「普通の人々」が救済の対象となる教えは説かれ
ていませんでした。
　そんな中「ただ一心に阿弥陀仏の名を称える」
　と、誰にでもできるお念仏の教えを見出した法
然上人は、これこそ今の時に合い、人々が救われ

る教えであると浄土宗を開かれる決意をします。
　1175 年、法然上人は山深い比叡山を下り、教
えを広めるため京の都に向かわれました。このと
き法然上人は 43 歳。12 歳で比叡山の門を叩い
てから約 30年後のことでした。都に下りた法然
上人の元には、身分や性別を問わず、さまざまな
人々が教えを聞こうと集まりました。

# 浄土宗を開いたお坊さん
# きっかけの人→善

ぜんどうだいし
導大師

# きっかけの本→観
かんぎょうしょ

経 疏
# 1175 年、浄土宗を開く

浄土宗を開く

2 比
ひ え い ざ ん

叡山〜開
かいしゅう

宗

                 法然上人

次号へつづく

前回までのお話

　時代と人々の機量にあった教えを探し求める法
然上人は、天台宗の教え以外にも、法

ほっそう
相宗や三論

宗、華
けごん
厳宗など様々なお寺で教えを学びました。

　比叡山に戻ってからも経蔵にこもり、教えを探
し求めました。そんな中、中国の僧、善

ぜんどうだいし
導大師が

書いた『観
かんぎょうしょ
経疏』を見つけ、その中の一節、『仏

の名を唱えることが極楽往生の道である』が浄土
宗開宗のきっかけとなりました。

一心にもっぱら弥
み だ
陀の名

みょうごう
号を念じて、行

ぎょうじゅうざが
住坐臥の時節の久

近を問わず、念々に捨てざる者、これを正
しょうじょう
定の業と名づく、

彼の仏の願に順ずるが故に
善導大師著『観経疏』



教
え
て
和
尚
さ
ん
！

こ
ん
な
時
ど
う
す
る
の
？

そ
う
仰
る
お
寺
様
も
あ
り
ま
す
が
、
当
山
で
は
皆
様

が
集
ま
り
や
す
い
日
程
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　
ご
家
族
が
遠
方
に
お
住
み

だ
っ
た
り
、
お
仕
事
の
都
合

で
な
か
な
か
集
ま
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

善
立
寺
で
は
法
事
は
命
日

前
に
限
ら
ず
、
ご
都
合
の
良

い
日
程
を
お
す
す
め
し
て
お

り
ま
す
。

　

お
寺
で
も
法
然
上
人
の
年

忌
法
要
（
御ぎ
ょ
き忌
）
を
亡
く
な

ら
れ
た
１
月
で
な
く
、
暖
か

く
な
っ
た
４
月
頃
に
行
う
こ

と
が
多
い
で
す
。

　

故
人
も
ご
家
族
の
皆
さ
ま

や
お
孫
さ
ん
の
成
長
を
見
た

い
か
と
思
い
ま
す
。
命
日
前

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ご
都
合
の

良
い
日
を
ご
相
談
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

何
よ
り
も
ご
遺
族
の
皆
さ

ま
が
故
人
を
想
い
、
手
を
合

わ
せ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
お

唱
え
す
る
気
持
ち
に
な
れ
る

環
境
が
大
切
で
す
。

①

②③

永代供養墓のご案内

お問い合わせ先 / 善立寺：0263-53-2645

　善立寺永代供養墓が平成 30 年に完成い
たしました。
　完成以来、多くのご相談をいただいてお
ります。当山のお檀家からのご紹介を受け
て相談にいらっしゃる方も多く、
　「相談できてよかった。これから安心し
て過ごせます」と晴れやかなお顔でお帰り
になっていただいております。
　善立寺永代供養塔は、春・秋彼岸・お盆
の年３回、追善法要を行うなど、手厚いご
供養を行っております。詳細は善立寺まで
気軽にお問い合わせください。

皆様の安心のために

ご親戚・お知り合いでお墓についてお困りの方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介ください

大本山増上寺の御忌法要は
毎年 4月に行われます。

今年の大本山善光寺大本願
の御忌法要は御開帳に合わ
せ、5月に行われます。

法
事
は
命
日
よ
り
前
に
行
わ
な
い
と
い
け
な
い

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
当
で
す
か
？

御遺骨は永代供養墓内の個別棚に安置され、
一定年数経た後に合葬いたします。

質
問

回
答



②③

善立寺公式 WEB サイトも充実！

最近の更新
浄土宗の作法の動画解説や浄土宗を開いた
法然上人の生涯を解説する「法然上人って
どんな人？」を連載してます。

年忌法要のお申し込みも WEB から！
年忌法要のお申し込みや、連絡先の変更も
WEBフォームからできます。改葬許可申請
もできるようになりました。

https://zenryuji-jodo.com

善立寺 LINE公式アカウントできました

何ができるんですか？

ご法事のお申込みや、住所・電話番号などの
登録情報の変更ができます！お寺の行事予定
やサイトの更新情報もお送りしています！
この LINE はお寺との１対１ですので、葬祭
にまつわるご相談などもお気軽に

善立寺は LINE も便利です

お友達登録はこちらから→

@199ergga

登録の仕方は？



令
和
４
年
１
月
１
日　

発
行
所　

方
便
山
善
立
寺　

塩
尻
市
広
丘
野
村793-1

　

電
話0263-53-2645　

発
行
・
編
集
：
善
立
寺

編

集

後

記
　

　
寺
報
も
今
号
で
19
号
目
に
な
り
ま
し

た
。
次
号
で
満
10
年
！
こ
こ
ま
で
発
行

を
続
け
て
来
ら
れ
た
の
も
檀
信
徒
の
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
読

ん
だ
よ
！
」
と
の
お
声
や
「
○
○
に
つ

い
て
教
え
て
」
と
い
っ
た
ご
質
問
が
私

の
励
み
で
す
。
こ
れ
か
も
よ
り
良
い
誌

面
と
楽
し
い
内
容
を
精
一
杯
制
作
し
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　 2022 年の回忌法要早見表
1 周忌 令和  3 年 (2021) 没
3 回忌 令和  2 年 (2020) 没
7 回忌 平成 28 年 (2016) 没

13 回忌 平成 22 年 (2010) 没
17 回忌 平成 18 年 (2006) 没
23 回忌 平成 12 年 (2000) 没

※休日は混み合いますので、お早めにご相談下さい。

①盆大施餓鬼会①盆大施餓鬼会

盆
大
施
餓
鬼
会

　

令
和
３
年
7
月
28
日
、
盆
大
施
餓
鬼
会

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
本
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
、
法
要
は
僧
職
の
み
に
で

行
い
ま
し
た
①

薬
師
・
観
音
例
大
祭

　
11
月
6
日
、
毎
年
恒
例
の
薬
師
・
観
音

例
大
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
本
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
檀
信
徒
を
代
表

し
て
檀
信
徒
会
役
員
の
皆
さ
ま
に
ご
参
列

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
研
修
と

し
て
、
副
住
職
が
「
お
仏
壇
で
分
か
る
浄

土
宗
の
教
え
」
を
お
話
し
ま
し
た
②

社
会
貢
献
活
動

　

当
山
は
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
非
営
利

団
体
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ

　
い
た
だ
い
た
お
供
え
を
食
べ
物
を
必
要

と
さ
れ
る
方
々
に
お
す
そ
わ
け
す
る
活
動

に
参
画
し
て
い
ま
す
。
お
供
物
の
一
部
と

当
山
が
購
入
し
た
お
菓
子
や
保
存
食
品
を

長
野
県
全
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
フ
ー
ド

バ
ン
ク
信
州
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
③

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ャ
ー
ダ
ッ
ク

　
病
気
の
子
ど
も
た
ち
に
医
療
用
ウ
ィ
ッ

グ
を
無
償
で
提
供
す
る
活
動

・
公
益
社
団
法
人
ハ
タ
チ
基
金

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
子
ど
も
た

ち
へ
の
教
育
支
援
活
動

・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ロ
ー
レ
ン
ス

　
病
児
保
育
や
障
害
児
保
育
、
特
別
養
子

縁
組
へ
の
支
援
活
動

・
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

　
発
展
途
上
国
に
絵
本
を
届
け
る
活
動

・
プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　

発
展
途
上
国
の
児
童
教
育
活
動

・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
塩
尻

　

塩
尻
市
内
の
飲
食
店
を
ま
と
め
た
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
塩
尻
」
の
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
の
開
設
以

来
、
の
べ
６
万
人
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

・
ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

塩
尻
市
内
飲
食
店
が
医
療
従
事
者
の

方
々
へ
お
弁
当
を
贈
る
企
画
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

善立寺公式サイト：https://zenryuji-jodo.com

公式サイト
QRコード

【
今
後
の
行
事
に
つ
い
て
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の
行
事
に
つ
い
て
、
縮
小
、

変
更
な
ど
の
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
際
は
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
何
卒

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

②棚参り

②観音祭②観音祭

③おてらおやつクラブ③おてらおやつクラブ

手を合わす
それは誰かを想う時

令和4年 冬
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香 蓮こうれん
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No.19
令
和
三
年
下
半
期
の
活
動


